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ＪＲ連合結成25年 政策課題
と組織課題のさらなる前進
を図り、これからも安全で
信頼されるＪＲを築こう！

JR連合

JR連合

　

Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
３
月
27
日
、
第
66
回
Ｊ
Ｒ
連
合
国
会
議
員
懇
談

会
を
開
催
し
た
。

　

今
国
会
に
お
け
る
政
策
課
題
を
共
有
し
、
さ
ら
に
現
下
で
激
動

す
る
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
お
け
る
労
政
を
中
心
と
し
た
組
織
課
題
を
確

認
し
合
っ
た
。
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
連
合
「
21
世
紀
の
鉄
道
を
考
え
る
議

員
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
第
13
回
総
会
の
開
催
と
、
総
会
に
お
い
て
承
認

さ
れ
る
新
規
加
入
議
員
を
確
認
し
た
。

　

２
０
１
８
春
季
生
活
闘
争
に
お
い
て
は
、
Ｊ
Ｒ
７
単
組
が
妥
結

し
、
５
単
組
で
ベ
ア
を
獲
得
し
て
い
る
。
ま
た
、
バ
ス
・
船
舶
関

係
な
ど
で
も
７
機
関
中
、
６
機
関
で
妥
結
し
た
。
そ
の
う
ち
、
Ｊ

Ｒ
西
労
組
西
バ
ス
地
本
は
５
年
連
続
の
ベ
ア
回
答
を
引
き
出
し
、

Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
は
Ｊ
Ｒ
九
州
高
速
船
㈱
か
ら
10
年
ぶ
り
の
ベ
ア
回

答
を
引
き
出
し
た
。

　

一
方
、
グ
ル
ー
プ
労
組
に
お
い
て
は
、
２
月
15
日
に
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー

プ
労
組
連
絡
会
２
０
１
８
春
闘
総
決
起
集
会
を
開
催
し
、
加
盟
す

る
グ
ル
ー
プ
93
単
組
一
丸
と
な
っ
た
春
闘
の
構
築
を
再
確
認
し
た
。

　

４
月
11
日
時
点
で
把
握
す
る
限
り
で
は
、
グ
ル
ー
プ
労
組
93
単

組
中
、
81
単
組
が
要
求
書
を
提
出
し
、
う
ち
24
単
組
が
妥
結
し
、

13
単
組
が
ベ
ア
を
獲
得
し
、
そ
の
他
の
単
組
も
総
合
生
活
改
善
に

資
す
る
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。

　

Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
す
べ
て
の
Ｊ
Ｒ
関
係
労
働
者
の
労
働
条
件
改
善

に
む
け
て
、
最
後
の
最
後
ま
で
、
各
単
組
の
取
り
組
み
を
支
援
し

て
い
く
。

　

冒
頭
、
Ｊ
Ｒ
連
合
を
代
表
し

て
松
岡
裕
次
会
長
は
挨
拶
に
立

ち
、
２
０
１
８
春
季
生
活
闘
争

に
お
け
る
Ｊ
Ｒ
各
単
組
の
成
果

を
報
告
し
、
と
り
わ
け
貨
物
鉄

産
労
に
お
け
る
19
年
ぶ
り
の
ベ

ア
獲
得
に
つ
い
て
は
「
モ
ー
ダ

ル
シ
フ
ト
に
資
す
る
法
改
正
を

伴
う
政
策
展
開
に
ご
尽
力
い
た

だ
い
た
」
と
榛
葉
賀
津
也
会
長

に
お
礼
を
述
べ
た
。
ま
た
、
組

織
課
題
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ｒ
東

労
組
の
現
状
に
つ
い
て
共
有
す

る
と
と
も
に
、
民
主
化
闘
争
完

遂
へ
の
決
意
を
力
強
く
語
っ
た
。

　

議
事
で
は
、
経
過
と
し
て
鉄

道
軌
道
整
備
法
改
正
に
対
す
る

対
応
、
２
０
１
８
春
季
生
活
闘

争
の
妥
結
状
況
を
報
告
し
た
上

で
、
当
面
す
る
政
策
課
題
、
組

織
課
題
に
つ
い
て
、
今
後
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
議
論
し
た
。

政
策
課
題
に
つ
い
て
は
、
４
月

中
旬
に
「
交
通
重
点
政
策
２
０

１
８

－

２
０
１
９
」
の
策
定
・

冊
子
の
配
布
行
動
に
取
り
組
む

こ
と
を
報
告
し
た
。
ま
た
、
４

月
18
日
に
Ｊ
Ｒ
連
合
「
21
世
紀

の
鉄
道
を
考
え
る
議
員
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
第
13
回
総
会
及
び
「
地

方
議
員
団
連
絡
会
」
総
会
を
開

催
す
る
こ
と
を
確
認
し
、
新
た

に
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
加
入
さ

れ
る
国
会
議
員
15
人
を
確
認
し

合
っ
た
。

　

参
加
議
員
か
ら
は
、
鉄
道
軌

道
整
備
法
改
正
や
Ｊ
Ｒ
北
海
道
・

Ｊ
Ｒ
四
国
・
Ｊ
Ｒ
九
州
の
地
方

路
線
に
関
す
る
動
き
に
つ
い
て

の
発
言
や
、
新
聞
報
道
等
で
社

会
的
な
関
心
も
高
ま
る
組
織
課

題
に
関
す
る
質
問
な
ど
が
あ
り
、

Ｊ
Ｒ
連
合
の
考
え
方
を
説
明
す

る
と
と
も
に
、
問
題
意
識
を
共

有
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
引
き
続
き
Ｊ

Ｒ
連
合
国
会
議
員
懇
談
会
メ
ン

バ
ー
と
連
携
し
、
当
面
す
る
諸

課
題
解
決
に
む
け
て
、
取
り
組

み
を
強
化
し
て
い
く
。

国会内での政局の節目というべき状況について述べる榛葉会長

・
生
活
習
慣
病
予
防
検
診
料
の

　

一
部
補
助

Ｊ
Ｒ
西
日
本
交
通
サ
ー
ビ
ス
労
組

【
３
月
12
日
妥
結
】

・
定
期
昇
給　

実
施

・
ベ
ア　

１
０
０
０
円

・
夏
季
手
当

　

社
員
、
Ｊ
Ｒ
Ｏ
Ｂ
・
出
向
受
・

　

嘱
託
社
員
２
・
２
ヵ
月

後
藤
工
業
労
組【
３
月
７
日
妥
結
】

・
定
期
昇
給　

実
施

・
ベ
ア　

１
０
０
０
円

・
夏
季
手
当　

３
・
２
ヶ
月

・
年
度
末
一
時
金

　

社
員
10
万
円

　

契
約
社
員
（
フ
ル
）
５
万
円

　

契
約
社
員
（
パ
ー
ト
）３
万
円

・
所
有
住
宅
手
当
の
新
設

　
Ｂ
社
員
１
・
85
ヵ
月

　

契
約
社
員
１
・
７
ヵ
月

・
慰
労
金
（
臨
時
社
員
）

　

１
５
０
０
０
〜
３
０
０
０
０
円

・
商
品
券
の
支
給

Ｊ
Ｒ
西
日
本
デ
イ
リ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー

ビ
ス
労
組【
３
月
16
日
妥
結
】

・
定
期
昇
給　

実
施

・
年
間
臨
給

　

社
員
４
・
82
ヵ
月

　

契
約
社
員
４
・
82
ヵ
月

　

レ
ギ
ュ
ラ
ー
社
員
３
・
２
７

　

７
６
ヵ
月

　

嘱
託
社
員
１
・
０
ヵ
月

・
衛
生
管
理
者
手
当
の
新
設

・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

　

費
用
の
全
額
補
助

・
育
児
時
短
勤
務
の
小
学
１
年

　

生
ま
で
引
き
上
げ

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
ネ
ッ

ト
広
島
労
組【
３
月
16
日
妥
結
】

・
定
期
昇
給　

実
施

・
ベ
ア　

５
０
０
円

・
年
間
臨
給

　

社
員
４
・
76
ヵ
月

　

契
約
社
員
１
・
０
ヵ
月

　

エ
リ
ア
社
員
４
・
04
ヵ
月

・
半
休
制
度
の
新
設

・
福
利
厚
生
サ
ー
ビ
ス
加
入

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
四
国
ホ
テ
ル
開

発
労
組
【
３
月
16
日
妥
結
】

・
定
期
昇
給　

実
施

・
通
勤
手
当
の
月
額
支
給
限
度

　

額
引
き
上
げ

徳
島
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
労
組

【
３
月
16
日
妥
結
】

・
定
期
昇
給　

実
施

・
通
勤
手
当
の
月
額
支
給
限
度

　

額
引
き
上
げ

Ｊ
Ｒ
西
日
本
商
事
労
組
【
３
月

19
日
妥
結
】

・
定
期
昇
給　

実
施

・
ベ
ア　

１
０
０
０
円

・
年
間
臨
給　

５
・
06
ヵ
月

Ｊ
Ｒ
西
日
本
総
合
ビ
ル
サ
ー
ビ

ス
労
組
【
３
月
20
日
妥
結
】

・
定
期
昇
給　

実
施

・
ベ
ア　

５
０
０
円

・
契
約
社
員
の
時
給
引
き
上
げ

　

整
備
１
４
０
円
（
月
給
制
は

　

10
円
相
当
）、警
備
20
〜
40
円

・
諸
手
当
の
新
設
（
グ
ル
ー
プ

　

リ
ー
ダ
ー
現
場
長
、
警
備
員

　

指
導
教
育
責
任
者
）

・
資
格
関
連
手
当
の
見
直
し

・
育
児
短
時
間
勤
務
制
度
の
小

　

学
校
卒
業
ま
で
引
き
上
げ

Ｊ
Ｒ
西
日
本
金
沢
メ
ン
テ
ッ
ク

労
組
【
３
月
22
日
妥
結
】

・
特
別
昇
給　

１
１
０
０
円

・
年
間
臨
給

　

社
員
Ａ
、
嘱
託
社
員
５
ヵ
月

　

社
員
Ｂ
社
員
の
１
／
３
ヵ
月

Ｊ
Ｒ
西
日
本
マ
ル
ニ
ッ
ク
ス
労
組

【
３
月
22
日
妥
結
】

・
定
期
昇
給　

実
施

・
ベ
ア　

１
０
０
０
円

・
非
正
規
時
給
引
き
上
げ
10
円

・
職
能
給
（
41
号
俸
）
の
引
き

　

上
げ　

１
０
０
円

・
年
間
臨
給

　

社
員
４
・
３
ヵ
月
＋
４
万
円

　

契
約
社
員
【
５
年
以
上
】

　

１
・
２
ヵ
月
＋
２
万
４
０
０

　

０
円

　

契
約
社
員
【
５
年
未
満
】

　

１
ヵ
月
＋
２
万
３
０
０
０
円

　

パ
ー
ト
２
万
２
０
０
０
円

・
年
度
末
手
当

　

社
員
５
万
円

　

契
約
社
員
３
万
円

　

パ
ー
ト
１
万
５
０
０
０
円

・
企
業
内
最
低
賃
金
の
改
正

・
家
族
手
当
の
改
善

Ｊ
Ｒ
西
日
本
福
知
山
メ
ン
テ
ッ

ク
労
組
【
３
月
22
日
妥
結
】

・
定
期
昇
給　

実
施

・
加
算
額　

１
５
０
０
円

・
職
務
給
、
役
付
手
当
の
改
訂

・
嘱
託
社
員
の
職
務
給
、
業
務

　

手
当
の
支
給
対
象
年
令
引
き

　

上
げ
（
65
歳
）

Ｊ
Ｒ
西
日
本
米
子
メ
ン
テ
ッ
ク

労
組
【
３
月
22
日
妥
結
】

・
定
期
昇
給
込
み
２
２
０
０
円

・
夏
季
手
当　

４
・
２
ヵ
月

・
年
間
総
労
働
時
間
の
短
縮

　

（
２
０
５
６
時
間
↓
１
９

　

９
１
時
間
）

・
汚
損
・
入
換
作
業
手
当
改
善

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
ネ
ッ

ト
金
沢
労
組【
３
月
23
日
妥
結
】

・
定
期
昇
給　

実
施

・
年
間
臨
給

　

社
員
４
・
５
ヵ
月

　

契
約
社
員
４
・
５
ヵ
月

　

嘱
託
社
員
３
・
３
ヵ
月

・
防
火
管
理
者
、
衛
生
管
理
者

　

手
当
の
新
設

Ｋ
Ｓ
Ｋ
労
組【
３
月
26
日
妥
結
】

・
定
期
昇
給　

実
施

・
ベ
ア　

４
０
０
円

・
業
績
功
労
金

　

社
員
５
０
０
０
０
円

　

契
約
社
員
２
０
０
０
０
円

山
陰
開
発
労
組【
３
月
26
日
妥
結
】

・
定
期
昇
給　

実
施

・
ベ
ア　

５
０
０
円

・
夏
季
手
当

　

社
員
２
・
３
ヵ
月

　

契
約
社
員
１
・
５
ヵ
月

広
成
建
設
労
組【
３
月
27
日
妥
結
】

・
定
期
昇
給　

実
施

・
ベ
ア　

１
０
０
０
円

・
夏
期
賞
与　

２
・
５
ヵ
月

・
臨
時
一
時
金
３
０
０
０
０
円

・
年
次
有
給
休
暇
の
計
画
的
付

　

与
制
度
の
導
入

・
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
休
暇
規
程

・
子
供
手
当
の
新
設

・
別
居
、
業
務
手
当
の
見
直
し

Ｊ
Ｒ
九
州
シ
ス
テ
ム
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
ズ
労
組【
３
月
27
日
妥
結
】

・
定
期
昇
給　

実
施

・
慶
弔
見
舞
金
制
度
の
新
設

・
パ
ー
ト
ナ
ー
社
員
の
無
期
転

　

換
制
度
の
導
入

大
鉄
工
業
労
組
【
３
月
28
日
妥
結
】

・
定
期
昇
給　

実
施

・
ベ
ア　
１
５
０
０
円

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
ネ
ッ

ト
岡
山
労
組【
３
月
28
日
妥
結
】

・
定
期
昇
給　

実
施

・
ベ
ア　

１
０
０
０
円

・
年
間
臨
給

　
社
員
４
・
８
ヵ
月

　

契
約
社
員
４
・
８
ヵ
月

・
半
休
制
度
の
新
設

Ｊ
Ｒ
西
日
本
レ
ン
タ
カ
ー
＆
リ
ー

ス
労
組
【
３
月
28
日
妥
結
】

・
定
期
昇
給　

実
施

・
ベ
ア　

１
０
０
０
円

・
嘱
託
社
員
５
０
０
円
〜
１
０

　

０
０
円

・
契
約
社
員
２
０
０
０
円

・
夏
季
手
当

　

社
員
１
・
７
ヵ
月
＋
５
万
円

　

エ
リ
ア
社
員
１
・
５
ヵ
月
＋

　

４
万
円

　

嘱
託
社
員
１
・
２
ヵ
月
＋
３

　

万
円

　

契
約
社
員
【
第
一
種
】
１
・

　

０
ヵ
月
＋
３
万
円

　

契
約
社
員
【
第
二
種
】
３
万

　

〜
１
万
円

・
特
別
手
当

　

社
員
５
万
円

　

エ
リ
ア
・
嘱
託
社
員
３
万
円

　

契
約
社
員
１
万
円

・
永
年
勤
続
表
彰
制
度
の
新
設

・
転
居
を
伴
う
異
動
者
へ
の
住

　

宅
手
当
の
増
額

Ｊ
Ｒ
西
日
本
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ズ
労
組【
３
月
28
日
妥
結
】

・
定
期
昇
給　

実
施

Ｊ
Ｒ
九
州
バ
ス
労
組

【
３
月
30
日
妥
結
】

・
定
期
昇
給　

実
施

・
特
別
休
日
の
４
日
増

・
な
な
つ
星
乗
務
手
当
の
増
額

・
通
勤
手
当
の
支
給
上
限
額
の

　

増
額

・
車
両
職
へ
の
技
術
手
当
の
新
設

・
住
宅
援
助
金
の
増
額

・
単
身
赴
任
者
に
対
す
る
帰
省

　

旅
費
の
新
設

・
通
勤
条
件
の
改
善
（
新
幹
線

・
特
急
列
車
の
利
用
可
）

・
職
場
環
境
の
改
善（
女
性
設
備
）

Ｊ
Ｒ
西
日
本
メ
ン
テ
ッ
ク
労
組

【
４
月
２
日
妥
結
】

・
定
期
昇
給　

実
施

・
ベ
ア　

１
０
０
０
円

・
準
社
員
時
間
給
10
円
引
上
げ

・
夏
季
手
当　

２
・
５
ヵ
月
＋

　

４
万
１
０
０
０
円

Ｊ
Ｒ
四
国
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
労
組

【
４
月
９
日
妥
結
】

・
定
期
昇
給　

実
施

・
賃
金
改
定　

基
準
内
賃
金
×

　

０
・
65
％

・
雇
用
形
態
変
更
時
の
基
準
内

　

賃
金
の
下
限
額
の
改
定
：
40

　

円
引
き
上
げ

・
現
業
機
関
の
休
日
１
日
増

・
家
族
手
当
の
扶
養
認
定
要
件

　

の
改
善

・
単
身
赴
任
手
当
の
新
設

・
単
身
赴
任
者
へ
の
家
賃
補
助

第66回ＪＲ連合国会議員懇談会

当面の組織課題・政策課題を共有
　21世紀の鉄道を考える議員フォーラム

第13回総会開催を確認　

第66回ＪＲ連合国会議員懇談会

当面の組織課題・政策課題を共有
　21世紀の鉄道を考える議員フォーラム

第13回総会開催を確認　

【
お
詫
び
と
訂
正
】

　

本
紙
第
５
６
７
号
の
１
面　

「
２
０
１
８
春
季
生
活
闘
争
要
求
及
び
妥
結

状
況
表
」
中
、
Ｊ
Ｒ
西
労
組
の
賞
与
の
妥
結
欄
を
、
「
年
５
・
６
６
ヵ
月
」

と
す
べ
き
と
こ
ろ
が
、
「
年
５
・
８
６
ヵ
月
」
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。
訂

正
し
、
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

２
０
１
８
春
季
生
活
闘
争
【
グ
ル
ー
プ
労
組
】

す
べ
て
の
Ｊ
Ｒ
関
係
労
働
者
の
労
働
条
件
改
善
に
む
け
て

　
　
　
　

24
単
組
妥
結　

13
単
組
で
ベ
ア
獲
得

２
０
１
８
春
季
生
活
闘
争
【
グ
ル
ー
プ
労
組
】

す
べ
て
の
Ｊ
Ｒ
関
係
労
働
者
の
労
働
条
件
改
善
に
む
け
て

　
　
　
　

24
単
組
妥
結　

13
単
組
で
ベ
ア
獲
得
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第 568号（２）

特　集

混
迷
極
め
る
Ｊ
Ｒ
東
労
組

　
　
　
つ
い
に
脱
退
者
３
万
人
に
迫
る

民
主
化
闘
争 

32

２
０
１
８
年
度
新
入
社
員
へ
の
歓
迎
行
動

Ｊ
Ｒ
連
合
と
と
も
に

  

Ｊ
Ｒ
の
未
来
を
き
り
拓
い
て
い
こ
う
！

全国から集まった37人の仲間が絆を深めた

英
一
氏
）
の
制
裁
申
請
と
執
行

権
停
止
お
よ
び
組
合
員
権
の
一

部
停
止
の
緊
急
措
置
」、
②
「
中

央
執
行
委
員
長
代
理
に
、
村
田

俊
雄
中
央
執
行
副
委
員
長
を
指

定
」
、
③
「
中
央
執
行
副
委
員

長
・
東
京
地
本
執
行
委
員
長

（
宮
澤
和
広
氏
）
の
制
裁
申
請

と
執
行
権
停
止
お
よ
び
組
合
員

権
の
一
部
停
止
の
緊
急
措
置
」
、

④「
中
央
闘
争
委
員
会
の
解
散
」、

⑤「
不
当
労
働
行
為
に
抗
す
る

闘
い
の
体
制
の
解
除
」
、
の
５

点
を
確
認
し
た
よ
う
だ
。
す
べ

て
の
地
本
代
表
者
が
出
席
す
る

春
季
生
活
闘
争
の
戦
術
委
員
会

で
決
め
て
き
た
ス
ト
ラ
イ
キ
戦

術
に
も
拘
わ
ら
ず
、
吉
川
・
宮

を
持
参
し
、
「
Ｊ
Ｒ
東
労
組
の

ス
ト
ラ
イ
キ
戦
術
が
労
働
協
約

に
違
反
す
る
行
為
で
あ
っ
た
」

旨
や
、
「
本
部
の
吉
川
委
員
長

と
東
京
地
本
の
宮
澤
委
員
長
、

２
人
に
対
す
る
制
裁
申
請
や
緊

急
措
置
が
と
ら
れ
た
」
こ
と
を

説
明
し
て
回
っ
て
い
る
。
Ｊ
Ｒ

総
連
ま
で
も
が
、
間
違
っ
た
運

動
を
牽
引
し
組
織
混
乱
を
招
い

た
２
人
が
制
裁
さ
れ
る
こ
と
は

当
然
で
あ
る
と
で
も
言
う
か
の

よ
う
に
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組
の
無
責

任
極
ま
り
な
い
動
き
に
積
極
加

担
し
て
い
る
よ
う
だ
。

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
動
き

に
対
し
て
、
「
会
社
に
よ
る
組

合
脱
退
強
要
が
行
わ
れ
て
い

る
」
と
主
張
し
て
不
当
労
働

行
為
救
済
申
し
立
て
を
行
い
、

中
央
本
部
を
擁
護
す
る
よ
う
な

動
き
を
と
っ
て
き
た
東
京
・
八

王
子
・
水
戸
の
３
地
本
は
黙
っ

て
見
て
い
る
だ
け
な
の
だ
ろ
う

か
。
臨
時
大
会
に
お
け
る
多
く

の
代
議
員
を
占
め
る
３
地
本
の

動
向
に
よ
っ
て
は
臨
時
大
会
の

成
立
要
件
（
定
足
数
）
を
満
た

す
こ
と
が
で
き
ず
、
流
会
に
な

る
こ
と
も
十
分
想
定
さ
れ
る
。

実
際
、
臨
時
大
会
を
流
会
さ
せ

る
べ
く
、
ボ
イ
コ
ッ
ト
す
る
代

議
員
も
出
て
き
て
い
る
よ
う
だ
。

　

革
マ
ル
派
に
牛
耳
ら
れ
た
Ｊ

Ｒ
東
労
組
は
、
全
体
主
義
的
な

組
織
運
営
と
労
働
運
動
に
よ
っ

て
、
ま
さ
に
混
迷
を
極
め
、
内

部
分
裂
し
、
自
滅
へ
の
道
を
ひ

た
走
っ
て
い
る
。

す
る
か
の
よ
う
に
、
盛
岡
・
秋

田
・
仙
台
の
東
北
３
地
本
と
大

宮
地
本
、
横
浜
地
本
な
ど
が
、

事
態
収
拾
を
は
か
る
た
め
に
臨

時
大
会
の
開
催
を
要
請
し
、
４

月
12
日
に
臨
時
大
会
が
開
催
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
の
臨
時
大
会

を
直
前
に
、
盛
岡
・
仙
台
・
千

葉
・
大
宮
な
ど
複
数
の
地
本
は

４
月
６
日
か
ら
８
日
に
か
け
て

そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
紙
で
、
目
を

疑
う
よ
う
な
組
織
の
内
情
を
報

じ
た
。
Ｊ
Ｒ
東
労
組
は
、
４
月

６
日
に
「
第
12
回
臨
時
中
央
執

行
委
員
会
」
を
開
催
し
た
よ
う

だ
が
、
同
執
行
委
員
会
で
は
、

①
「
中
央
執
行
委
員
長
（
吉
川

　
Ｊ
Ｒ
東
労
組
の
今
春
季
生
活

闘
争
に
お
け
る
ス
ト
ラ
イ
キ
戦

術
に
端
を
発
す
る
と
見
ら
れ
る

組
織
混
乱
は
、
つ
い
に
脱
退
者

が
３
万
人
に
迫
る
と
い
う
壊
滅

的
な
状
況
に
ま
で
発
展
し
て
い

る
。
当
初
４
万
６
千
人
の
組
合

員
数
の
う
ち
、
過
半
数
を
優
に

上
回
り
、
約
７
割
が
脱
退
し
た

こ
と
に
な
る
。４
月
10
日
、
東

洋
経
済
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
「
か

つ
て
な
い
異
常
事
態
だ
。
30
年

を
節
目
に
労
使
関
係
は
大
き
な

転
換
期
を
迎
え
て
い
る
」
と
現

状
を
詳
し
く
報
じ
て
い
る
。

　

こ
の
組
織
存
亡
の
危
機
の
中
、

こ
の
間
の
Ｊ
Ｒ
東
労
組
中
央
本

部
や
東
京
地
本
の
動
き
に
反
発

澤
両
氏
の
み
に
全
て
の
責

任
を
な
す
り
つ
け
る
こ
と

で
混
乱
の
沈
静
を
図
ろ
う

と
し
て
い
る
よ
う
だ
。

　

一
方
で
、
こ
れ
ま
で
沈

黙
を
貫
い
て
い
た
よ
う
に

見
え
る
Ｊ
Ｒ
東
労
組
の
上

部
機
関
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
総
連

は
、
複
数
の
国
会
議
員
に

対
し
て
、
「
Ｊ
Ｒ
総
連
通

信
（
号
外
）
」
な
る
資
料

　
３
月
25
〜
26
日
、

Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
都

内
に
お
い
て
「
第

17
回
Ｊ
Ｒ
連
合
青

年
女
性
役
員
研
修

会
」
を
開
催
し
た
。

「
民
主
化
闘
争
」

を
テ
ー
マ
と
し
て
、

次
代
を
担
う
Ｊ
Ｒ

連
合
各
地
協
、
エ

リ
ア
連
合
、
お
よ

び
単
組
青
年
・
女

性
組
織
の
役
員
ら
37
人
が
参
加

し
た
。

　

初
日
は
ま
ず
、
中
山
耕
介
組

織
・
政
治
部
長
か
ら
「
日
本
の

労
働
組
合
の
歴
史
と
国
鉄
・
Ｊ

Ｒ
労
働
界
の
変
遷
及
び
情
勢
」

と
題
し
て
、
日
本
に
お
け
る
労

働
組
合
・
労
働
運
動
の
歴
史
を

含
め
、現
在
に
至
る
ま
で
の
経

緯
や
各
組
織
の
成
り
立
ち
な
ど

に
つ
い
て
、
講
義
を
受
け
た
。

続
い
て
、Ｊ
Ｒ
Ｅ
ユ
ニ
オ
ン
の

菅
野
一
位
中
央
執
行
委
員
長
ら

に
参
加
い
た
だ
き
、
三
鷹
電
車

区
事
件
お
よ
び
浦
和
電
車
区
事

件
に
つ
い
て
、
当
時
の
Ｊ
Ｒ
東

労
組
組
合
員
に
よ
る
悪
質
な
行

為
の
実
態
な
ど
や
、
Ｊ
Ｒ
東
日

本
の
労
政
に
つ
い
て
、
実
体
験

な
ど
を
交
え
て
講
演
い
た
だ
い

た
。

　

初
日
の
最
後
は
、
松
岡
裕
次

会
長
に
よ
る
「
Ｊ
Ｒ
連
合
結
成

の
経
緯
及
び
今
後
の
民
主
化
闘

争
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」
の

講
義
で
締
め
く
く
っ
た
。
と
り

わ
け
、
現
下
の
情
勢
に
お
け
る

Ｊ
Ｒ
連
合
と
し
て
の
考
え
方
に

つ
い
て
も
示
さ
れ
、
Ｊ
Ｒ
労
働

界
の
一
元
化
に
む
け
た
決
意
が

述
べ
ら
れ
た
。

　

２
日
目
は
、
グ
ル
ー
プ
ご
と

に
分
か
れ
、
昨
日
の
内
容
を
振

り
返
り
、
Ｊ
Ｒ
北
労
組
や
貨
物

鉄
産
労
の
仲
間
か
ら
職
場
の
実

態
や
組
織
拡
大
な
ど
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
報
告
を
も
ら
う
と

と
も
に
、意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

最
後
に
は
、
「
あ
る
べ
き
労

働
組
合
・
労
使
関
係
」
に
つ
い

て
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
ま
と
め
、

発
表
を
行
い
、
民
主
化
闘
争
の

意
義
や
必
要
性
に
つ
い
て
整
理

す
る
と
と
も
に
、
労
働
組
合
と

し
て
本
来
あ
る
べ
き
姿
に
つ
い

て
、
共
有
し
合
っ
た
。

　

今
後
も
研
修
会
を
は
じ
め
と

し
て
、
Ｊ
Ｒ
連
合
に
集
う
全
国

の
仲
間
た
ち
と
の
交
流
を
通
じ
、

次
代
を
担
う
青
年
・
女
性
世
代

に
対
す
る
諸
課
題
へ
の
認
識
・

理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
青

年
・
女
性
役
員
の
育
成
に
取
り

組
み
、Ｊ
Ｒ
連
合
運
動
の
推
進

に
つ
な
げ
て
い
く
。

Ｊ
Ｒ
の
発
展
と
組
合
員
の
幸
せ

の
た
め
に
取
り
組
む
こ
と
を
ア

ピ
ー
ル
し
た
。

　

４
月
１
日
及
び
６
日
、
Ｊ
Ｒ

北
労
組
青
年
・
女
性
委
員
会
は
、

Ｊ
Ｒ
連
合
青
年
・
女
性
委
員
会

と
と
も
に
、
札
幌
市
内
に
お
い

て
、
新
入
社
員
に
む
け
た
歓
迎

行
動
を
行
っ
た
。
社
員
研
修
セ

ン
タ
ー
と
最
寄
り
駅
の
間
で
、

Ｊ
Ｒ
北
労
組
・
Ｊ
Ｒ
連
合
の
取

り
組
み
な
ど
を
ま
と
め
た
チ
ラ

シ
を
配
布
し
、
多
く
の
新
入
社

員
に
呼
び
か
け
た
。

　

４
月
２
日
、
Ｊ
Ｒ
Ｅ
ユ
ニ
オ

ン
は
、
Ｊ
Ｒ
連
合
及
び
Ｊ
Ｒ
東

海
ユ
ニ
オ
ン
、
Ｊ
Ｒ
西
労
組
と

と
も
に
、
大
宮
駅
前
に
お
い
て
、

Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
入
社
式
に
向
か

う
新
入
社
員
に
む
け
て
歓
迎
行

動
を
行
い
、
１
０
０
０
枚
に
も

及
ぶ
チ
ラ
シ
の
大
半
を
配
布
し
、

幅
広
く
周
知
を
図
っ
た
。

◇

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
民
主
化
闘
争
完

遂
に
む
け
て
、
一
丸
と
な
っ
て

取
り
組
み
を
展
開
し
、
あ
ら
ゆ

る
機
会
を
と
ら
え
て
、
Ｊ
Ｒ
連

合
運
動
へ
の
理
解
を
求
め
る
行

動
を
今
後
も
続
け
て
い
く
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
４
月
か
ら
Ｊ

Ｒ
に
入
社
す
る
仲
間
に
む
け
た

歓
迎
行
動
を
行
い
、
Ｊ
Ｒ
最
大

の
産
業
別
労
働
組
合
と
し
て
、

い
ま
す
。
東
日
本
の
こ
の
地
で
、
Ｊ
Ｒ
東

労
組
組
合
員
が
、
過
半
数
に
迫
る
勢
い
で

脱
退
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
ど
う
な
る

か
は
流
動
的
で
す
が
、
変
化
は
来
て
い
ま

す
。
日
貨
労
も
Ｊ
Ｒ
総
連
で
す
。
こ
の
動

き
が
、
な
に
か
し
ら
波
及
効
果
は
あ
る
と

思
わ
れ
ま
す
。
我
々
東
北
地
区
本
部
の
組

織
は
少
な
い
で
す
が
、
組
織
維
持
も
重
要

で
す
。
こ
れ
を
好
機
に
、
ひ
と
り
で
も
仲

間
を
増
や
せ
る
様
に
、
オ
ル
グ
活
動
等
、

最
大
限
努
力
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

国
鉄
採
用
組
か
ら
平
成
採
用
組
に
ス
ム
ー

ズ
に
バ
ト
ン
を
渡
す
た
め
、
後
に
託
さ
れ

た
青
年
部
の
た
め
に
も
、
Ｊ
Ｒ
連
合
・
本

部
・
各
地
区
本
部
が
連
携
を
密
に
取
り
合

い
、
そ
し
て
、
全
国
の
仲
間
の
み
な
さ
ん

と
共
に
組
織
拡
大
、
民
主
化
闘
争
完
遂
、

労
働
条
件
・
職
場
環
境
改
善
に
む
け
精
一

杯
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

貨
物
鉄
産
労
中
央
執
行
副
委
員
長
の

小
笠
原
浩
文
で
す
。
職
場
は
秋
田
総
合

鉄
道
部
で
乗
務
員
を
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
の
冬
は
特
に
荒
れ
ま
し
た
。
羽
越

本
線
で
は
風
で
抑
止
、
北
陸
、
北
海
道

で
は
大
雪
で
２
月
か
ら
３
月
上
旬
ま
で

は
、
定
時
運
転
の
日
が
ほ
と
ん
ど
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
列
車
運
休
は
２
月
だ

け
で
３
５
８
本
と
聞
き
ま
す
。
安
全
安

定
輸
送
の
継
続
の
為
、
退
職
ま
で
無
事

故
で
、
仕
事
を
全
う
す
る
覚
悟
で
乗
務

し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
12
月
16
日
鹿
児
島
線
千
早
操
車
場

構
内
に
お
い
て
、
死
亡
労
災
事
故
が
発
生

し
ま
し
た
。
「
す
べ
て
の
Ｊ
Ｒ
関
係
者
の

死
亡
事
故
・
重
大
事
故
ゼ
ロ
」
を
目
標
に

活
動
を
展
開
し
て
き
た
が
、
ま
さ
に
痛
恨

の
極
み
で
あ
り
ま
す
。
今
後
と
も
Ｊ
Ｒ
貨

物
本
体
・
グ
ル
ー
プ
会
社
・
協
力
会
社
と

共
に
、
Ｊ
Ｒ
連
合
の
「
安
全
指
針
」
を
活

用
し
、
よ
り
一
層
の
安
全
確
立
を
作
り
上

げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
悲
惨

な
事
故
を
二
度
と
繰
り
返
さ
な
い
と
い
う

強
い
決
意
を
持
ち
行
動
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

東
北
地
区
本
部
委
員
長
も
兼
務
を
し
て

役員紹介

貨
物
鉄
産
労

中
央
執
行
副
委
員
長

（
東
北
地
区
本
部
執
行
委
員
長
兼
任
）

 

小
笠
原 

浩
文 

さ
ん

東洋経済ＯＮＬＩＮＥ(2018.4.10)配信

第
17
回
Ｊ
Ｒ
連
合
青
年
・
女
性
役
員
研
修
会

民
主
化
闘
争
へ
の
思
い
を
共
有


